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CQ誌創刊号

1946年に創刊された「CQ h

amradio」の創刊号から49号まで

をPDFで閲覧できます。更に後の

分、飛び飛びではあるが1954年

1月号まで収められています。そ

れぞれの号毎に目次を別途取り出

して記事項目を確認しやすいよう

にしてあります。

昔のCQ誌がどのようなもので

あったか、覗いてみてください。

元は、某クラブの方がファイル化

したもので、それを当クラブがHT

M形式にして見易い用に整理しま

した。

CQ誌バックナンバーの一覧の中にも含まれています。

グラフィックLCDで表示する
XYスコープ

秋月電子で

売られている

128×64ド

ットのグラフ

ィックLCD S「

G12864 」」

で X Y ス コ ー

プを製作しま

した。LCDの

制御にはAKI-

8 0 を 使 用 し

ています。

XYスコープはRTTYでよく使われますがファクシミリの受信に

も必須です。

Psoc を利用した
チューニン・グインジケーター

一つのICの

中に様々なモ

ジュールが組

み込まれてい

て、それらを

プログラムに

よって組み合

わせ好みの機

能を持ったマ

イコンに仕上

げられるPso

c を 利 用 し

て、チューニング・インジケーターを製作しました。Psoc内の

バンドパスフィルターを使用するので無調整で製作することがで

きます。電源を接続してオーディオ信号を入れればそのままでF

AX用チューニングインジケーターとして動作します。1500Hz

と2300Hzそれぞれで10ポイントのLEDをレベルメーター表示

させるプログラムを組んであります。

PSOCは、秋葉原の秋月電子で購入可能なCY8C27443とC

Y8C27143を使用しています。

プログラムだけを変更してCWチューニングインジケーターも

作るることができます。

JO1XBE

CQ誌バックナンバーの整理
以前と比べて薄くなったとはいえ、かなりな厚みのあるCQ誌

です。年月が経過するにつれて本箱に占めるスペースが拡大して

いきます。過去にさかのぼると膨大なものです。最近のPCの性

能とハードディスクなどの記録メディアの大容量化によりファイ

ルの保存も楽になっています。

スキャナーで読み込んでPDF化して左の写真のようにwebブ

ラウザーのメニューで目的のファイルを選択できるようにすると

多年度にわたるCQ誌も簡単に見渡せます。各号の目次、年ごと

12月号に掲載される総目次など、別個に取り出し目的の記事を

探しやすくしてあります。

CQ誌をばら

すコツとスキャ

ナーで読み込む

方法については

担当者が詳しく

説 明 い た し ま

す。

展示している

のはCQ誌200

0年から2009

年の8月号まで

です。この間の

CQ誌の記事を

ご覧になりたい

方は係員にお申

し出ください。

著作権の問題

があるので、閲

覧だけで、ファ

イルのコビーはできないことをあらかじめご了承ください。

このようにすれば、CQ誌を合理的に整理できるという見本で

す。また 「パナファクス3000のすべて」などのＦＡＸ関連書、

籍類もフィルにして閲覧しやすくしてあります。

JH2EBI

自動受信と自動停止が可能な
MuP-FAX

自動起動と自動停止
気象FAXやひまわりの衛星から雲写真などの送信には、画像

が送られる前に起動信号が、

画像の後には停止信号が付け

られています。これにより、

自動的にファクシミリ受信機

が動作と停止を繰り返し、次

々と送られてくる画像を適切

に受信記録することが可能で

す。



MuP-FAXもこれに対応するように改良されました。インター

フェイス基板のファームウェアとPC用の表示ソフトが新しくな

り、コントロール画面の設定により、自動受信、自動記録、自動

停止を選択することができます。

会場では自動起動信号と停止信号が付与されたされたファクシ

ミリ信号を1台のMuP-FAXから送出し、もう1台のMuP-FAX

で受信する実演を行っています。

モニター画面
MuP-FAXは、パ

ソコンで高解像度の

アマチュア・ファク

シミリの送受信をす

るためのシステムで

す。年々ソフトに改

良が加えられ洗練さ

れたものに進化しつ

つあります。現在で

はカラー画像の送受

信が可能になってい

ます。また、受信画

像の表示WINDOWの

サイズが自由に変更できるようになりました。

これまでは副走査が縦に行われていたので気象FAXのように

横長に表示すべき画像は見にくいものでしたが、横方向への副走

査ができるようになったので非常に見やすくなりました。また、

1024×768以上のディスプレーでも横位置ならフルサイズの

画像をほぼそっくり表示できます。1600×1200のディスプレ

ーなら縦でも横でもフルサイズの表示ができます。

もっともMuP-FAXの受信データは受信時のモニター表示の状

態にかかわらずフルサイズで記録されているので、JPEGに変換

すれば自在に操作できます。

制御パネル
更に制御パネルが画像表示WINDOWから独立してデスクトッ

プの好みの場所に移動できるようになっています。受信開始、停

止、あるいは送信開始、停止などの制御ボタンが並んでいるパネ

ルが、受信画像モニタの画面と切り離されて自在に移動できるの

で、ディスプレー画面全部を使って受信画像を表示できます。仮

にディスプレーのサイズが小さめだったとしても、受信画像の上

に重なっている制御パネルをじゃまにならないところに動かして

隠れている部分を見ることができます。

高速化を実現したカラーFAX

MuP-FAXによるカラーファクシミリ通信は、通常の白黒モー

ドの約3倍の時間がかかります。

副操作を横方向にして受信表示しているところ裏側には縦

方向の副操作をしている画面が隠れている。

そこで、通信時間を更に短くするためにアマチュア・ファクシ

ミリモードの120回転を倍の240回転に

上げることにしました。元々MuP-FAX

は 「ひまわり」を受信するために240回、

転のモードをもっているのでハードウェ

アはそのまま使えます。

これにより、A5判の画像データを用い

たカラーファクシミリ通信の所用時間が

6.75分と十分実用になるものとなりまし

た。

また、HF帯での通

信でも大きな画像劣化

は見られないことが分

かっています。

頒布基板
展示している

Mup-FAXは、

頒布基板に部品

を実装したもの

です。両面スル

ーホール基板と

なります｡ 大き

さは、190×1

30mmで、タカ

チのUS-20-5-

14というタイ

プのケースに収

められるようになります｡

基板の頒布を開始しました。希望者は係員まで。
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エクセルで免許申請
パソコンで簡単に入力できるようにしたのが「一太郎で免許

申請」でした。ファイルを残しておけば、次の申請のときにも流

実際に14MHzで240回転により交信したMuP-FAXの
受信画面。送信原稿となった画像のサイズはA5にほ
ぼ相当する760×540ドット。

用することができるので大変便利です。

免許申請書から、事項書、工事設計書、TSSへの保証願書、

封筒など一切合切をパソコンで入力し、プリントアウトできる

ようにしました。2005年5月から書式が変更になったためそ

れに合わせて、入力のしやすさを考慮、エクセルを利用して作

り替えました。

各種の入力欄

で決まり切った

文言の中から選

んで入力できる

、ようなところは

その欄をクリッ

クするとリスト

が現れ、目的の

語句を選ぶこと

によって入力で

きます。

例えば上の画面のように事項書の電波の型式入力欄で、28M

Hz帯の欄をクリックすると使用可能な一括表示型式が現れるの

で該当するものを選択するといった入力が可能になっています。

また、チェックを入れるところも同様です。

会場では、実際のファイルを使用して入力を試すことができま

す。ご希望の方は係員にお声をかけて下さい。

なお、現在は再免許申請の際は事項書と工事設計書の提出を必

要しません。

JK1EWY

バナファクス1000
アマチュア・ファクシミ

リの原点ともいえる機械で

す。アマチュア・ファクミ

リのブームを引き起こした

ミニファクスには及びませ

んが、多くのファクミリ愛

好家がこの機械を手に入れ

改造してF4の電波を出して

いました。

小型であること、DC12

Vでも動作することから車に積んで、走行中にファクミリの電波

を出す局もあったくらいです。機構も簡単で壊れにくく改造もし

やすかったといういいところずくめの機械ですが、記録紙の入手

難から現在実際に動かしている局はないといってもいいでしょ

う。

記録紙と送信原稿を同じドラムに手で巻き付けて使用します。

記録紙はA4に限られます。送信の場合はキャリアといわれる透

明なA4サイズのホルダに挟むことによって小さな原稿でも使用



可能です。

PICチューニング・インジケーター
PICを利用したマルチモードのチューニング・インジケーター

です。アマチュア・ファクシミリ、ミニファクスの電話FAXモ

ード、CWの3種類を切り替えて表示させることができます。モ

ードの切り替えはマルチモード・ジェネレーターと同じです。

信号の処理をPICで行うのでフィルター回路がありません。そ

のため、目的の周波数に合わせる調整が不要です。製作すればそ

のまま使用可能となります。また、プログラムを変更することで

様々なモードのチューニング・インジケーターとすることができ

ます。

表示はLEDバーグラフと

液晶表示器上のバーグラフ

と2通りの方法があります。

16F877の場合はI/Oポー

トが多いので23ポイントの

バーグラフを苦もなく実現

できます。

展示しているものはPIC

16F877を使用しています

が、16F873でも全く同一のプログラムで動作します。表示LE

Dの数を少なくすることによって16F84を使用することも可能

です。プログラムファイル(HEX FILEのみ)または、書き込み済

みのPICを希望する方は係員にお申し出ください。

PIC16F84によ

るLED8ポイントの

チューニングインジ

ケーターとPIC15F

877による液晶表

示のチューニングイ

ンジケータについて

は、説明書「PICで

遊ぼう」に詳しいこ

とを記してあります。

また、16F877を用いたチューニングインジケーターをプリ

。 、 、ント基板に組んだものも展示してあります これは LED表示

液晶表示のいずれにも使用可能なものとなっています。
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MuP-FAXをLAN接続
MuP-FAXとパソコンとはRS232Cで接続されます。最近の

。ノートパソコンにはRS232Cの端子がないものがほとんどです

MuP-FAXをノートパソコンで使用するためにはUSBをRS23C

に変換する必要があります。USB-RS232C変換アダプターを

利用する方法がありますが、MuP-FAXに使用した場合受信のみ

で送信ができません。

そこで考えたのが

ネットワークを使っ

。て接続する方法です

MuP-FAXのシリア

「 」ルポートを Xport

というモジュールを

使用してネットワー

クに接続します。最

近のノートパソコン

はほとんどが10bas

eTか100baseTの端子を供えています。

ハブを介してネットワーク接続してあってMuP-FAX用のソフ

トがインストールされているパソコンならどれからでもMuP-F

AXを使用することが可能になります。

Xportを搭載した変換基板は63×90mmで片側にシリアルケ

ーブル接続用のDsub 9pinコネクターが、反対側にLANコネク

ターが取り付けられています。
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オートロータリースイッチ
プッシュスイッチ一個で多回路多接点のロータリースイッチを

構成することができます。プッシュスイッチを押すことによって

ロータリースイッチの軸が回転します。目的の切り替え位置を表

示したときにもう一度プッシュスイッチを押すとその位置で軸の

回転が止まりその接点が接続されます。さらにもう一度スイッチ

を押すと初期状態に戻ります。

実際にはプッシ

ュスイッチでPIC

のプログラムを動

作させ、PICに接

続されたリレーを

制御しています。

PICとリレーの組

み合わせにより回

路数と接点数は使

用するリレーとそ

の種類、数により

自由に設定するこ

とができます。

機械式のロータリースイッチでは頭が痛くなるような複雑な回

路の組み合わせの切り替えも楽に設定できます。ただしリレーの

数が増えるという難点はあります。

利点は操作部と切り替え部が離れている遠隔操作方式なので、

パネルに大きなロータリースイッチを取り付ける場所がなくても

よいということです。液晶表示器やダイオード表示との組み合わ

MuP-FAX CUBE51に組み込まれている切り替え回路

の基板、リレー5個が使用されている。

せでスマートなパネル面に仕上げることが可能な利点もありま

す。

MuP-FAX CUBE51の切り替えでは8回路5接点のスイッチ

を構成しています。MuP-FAX CUBE51の切り替えについては

次項を参照してください。

小型化 LED XYスコープ2点
以前発表されたドットマトリクスLEDを用いたクロスパター

ン表示のチューニング・インジケーターの表示部に新しい基板が

製作されました。これまでのLEDチューニング・インジケータ

ーは回路部と表示部が同じ大きさの2枚の基板からできており、

この2枚を2階建てに組み合わせて使用しました。

今回は、マイク/FAX切り替

え器やMuP-FAXなどのケー

スに組み込みやすいように、

回路基板を横にし、表示部を

立てられるようにしました。

小型のドットマトリクスLE

Dをコネクターを用いて回路基

板に垂直に立てられるように

してあります。

復調回路を調整することに

よってRTTYにも使用できます。
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一方復調回路には代わ

りありませんが新たに

小型基板に制作し、16

×16ドットの小型ドッ

トマトリクスLED表示

器をユニバーサル基板

に直角に直接取り付け

て制作してケースに組

み込みやすくしました。

JO1XBE

他に蛍光表示館やPI

Cと液晶表示器を使

用した、チューニン

グインジケーターも

展示ています。


